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第11回火の国長洲金魚
まつりが開催されました！
　５月３日から５日までの３日間、金魚と鯉の郷広場で、
「第 11回火の国長洲金魚まつり」が開催され、「第 11回九
州金魚すくい選手権大会」などのイベントが行われました。
（関連は、４～５ページ）
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ふれあい箱ふれあい箱
皆さんの声を紹介します
　町では、より多くの皆さんのご意見・ご提案を
町政に反映させるために、町内６ヶ所にふれあい
箱を設置しています。（役場・町民研修センター・
長洲駅・地域福祉センター・腹赤郵便局・健康福祉
センター）
　また、ご意見・ご提案などについては、後日回
答を行いますので、必ず住所・氏名・電話番号の
記入をお願いします。
　今回は、平成 17年度に皆さんからお寄せいた
だいたご意見・ご提案の中から、一部、内容を要
約してご紹介します。

不
法
投
棄
は
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。

粗
大
ご
み
の
有
料
化（
シ
ー
ル
貼
付
）

に
伴
い
、
不
法
投
棄
が
増
加
し
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。ご

指
摘
の
と
お
り
４
月
か
ら
の
粗
大

ご
み
の
有
料
化
に
伴
い
、
不
法
投
棄

の
増
加
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
で
は
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
出
し
の

変
更
点
な
ど
に
つ
い
て
区
長
さ
ん
へ
の
説
明

会
、
住
民
の
方
へ
の
説
明
会
、
広
報
、
チ
ラ

シ
に
よ
る
周
知
を
行
い
４
月
か
ら
の
ご
み
出

し
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
広
報
、
チ
ラ
シ

な
ど
を
見
ら
れ
た
方
か
ら
、
３
月
末
ま
で
の

粗
大
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ

を
多
く
い
た
だ
き
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
４
月
か
ら
の
粗
大
ご
み
の
違
反

防
止
対
策
と
し
て
、
広
報
な
ど
に
よ
る
町
民

の
方
へ
の
周
知
、
担
当
課
に
よ
る
監
視
・
指
導

パ
ト
ロ
ー
ル
、
ご
み
集
積
場
で
の
職
員
に
よ

る
監
視
・
指
導
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
料
・
手
数
料
の
値
上
が
り
で
、

入
場
者
の
減
少
に
な
ら
ね
ば
良
い
の

で
す
が
、
値
上
げ
分
の
施
設
充
実
は
比
例
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

経
済
の
低
迷
に
よ
る
税
収
の
減
少
、

社
会
基
盤
整
備
に
よ
る
公
債
費
の
増

加
な
ど
に
起
因
し
た
町
財
政
の
逼ひ
っ
ぱ
く迫
に
対
し
、

町
で
は
平
成
17
年
度
を
行
革
元
年
と
位
置
づ

け
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け「
効
率
的
な

シ
ス
テ
ム
・
財
源
づ
く
り
」
と
し
て
、
全
庁
的

体
制
の
も
と
、
歳
入
歳
出
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
わ
た
っ
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
値
上
げ
分
の
施
設
充
実
は
比
例
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
」と
の
ご
意
見
で
す
が
、
今
後

内　　　容 件　数（件）

意　　　見 　４（件）

提　　　案 　５

要　　　望 １１

苦　　　情 　３

お　　　礼 　１

そ　の　他 　６

合　　　計 ３０

投　函　数
（無記名）

３０（通）
内（１０）

も
引
き
続
き
各
種
公
共
施
設
の
適
正
な
維
持

管
理
や
運
営
を
行
う
た
め
、
適
正
な
受
益
者

負
担
の
観
点
か
ら
利
用
者
の
方
々
に
負
担
を

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
利
用
者
の
方
々
に

負
担
を
お
願
い
す
る
一
方
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
め
ざ
し
、
例
え
ば
施
設
の
開
館
時

間
延
長
、
利
用
料
金
の
均
一
化
、
休
館
日
の

見
直
し
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

住
み
よ
い
町
を
目
指
し
、
今
後
も
引
き
続

き
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
こ
の
点
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ロ
ッ
キ
ー
と
エ
ル
モ
ン
ド
の
間
の
横

断
歩
道
は
、
見
て
い
る
だ
け
で
子
供

た
ち
が
車
に
挽
か
れ
そ
う
で
怖
い
で
す
。

　

事
故
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
信
号

機
を
早
く
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

平
成
16
年
に
東
荒
神
区
か
ら
同
じ
要

望
が
上
が
っ
て
お
り
、
信
号
機
設
置

に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
安
委
員
会
の
管
轄
と

な
る
た
め
、
当
時
、
警
察
署
に
陳
情
書
を
提

出
し
て
お
り
、
今
後
は
公
安
委
員
会
、
警
察

署
の
判
断
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
と
し
ま
し
て
も
再
度
警
察

へ
要
望
す
る
と
と
も
に
交
通
事
故
防
止
の
た

め
交
通
教
室
や
交
通
マ
ナ
ー
の
啓
発
に
努
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
意
見
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

今
後
こ
の
横
断
歩
道
を
横
断
し
よ
う
と
し
て

い
る
児
童
を
見
か
け
ら
れ
た
ら
、
車
に
注
意

し
て
渡
る
、
若
し
く
は
信
号
機
付
横
断
歩
道

を
渡
る
よ
う
に
一
言
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
が
各
戸
に
配
布
さ
れ
避

難
経
路
な
ど
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、

歩
行
困
難
な
一
人
暮
ら
し
の
方
や
身
障
者
の

方
の
避
難
方
法
が
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

近
年
の
災
害
は
、
新
潟
中
越
地
方
大

震
災
や
福
岡
県
西
方
沖
震
災
な
ど
、

予
想
を
超
え
る
大
規
模
な
災
害
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
の
防
災
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
毎
年
６

月
に
防
災
会
議
・
水
防
会
議
の
中
で
関
係
機

関
と
協
議
検
討
を
行
い
、
連
携
体
制
・
有
事
の

際
の
動
員
配
置
な
ど
の
計
画
を
行
っ
て
お
り
、

町
に
お
い
て
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
対
策

本
部
を
設
置
し
、
各
対
策
部
及
び
配
置
体
制

を
と
り
、
災
害
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
時
の
避
難
者
の
誘
導
・
移
送
な
ど
に
つ

き
ま
し
て
は
、
老
幼
婦
女
子
、
病
人
、
身
体

障
害
者
な
ど
の
早
期
に
避
難
を
要
す
る
者
か

ら
逐
時
に
行
い
、
こ
の
誘
導
な
ど
は
地
元
消

防
団
と
地
区
の
責
任
者
と
協
力
し
て
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
実
情
把
握
の
た
め
関
係
各
課

や
地
元
区
長
・
民
生
委
員
の
方
と
連
携
を
密
に

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
一

層
の
防
災
体
制
の
強
化
を
行
い
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

声答

声答

声答

声答

平
成
17
年
度
の
投
函
状
況
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第
11
回
九
州
金
魚
す
く
い
選
手
権
大
会
、
ふ
れ
あ
い
動
物
園
な
ど

第11回火の国長洲金魚まつり
　

５
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
の
３
日
間
、
金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
で「
第
11
回
火

の
国
長
洲
金
魚
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
真
っ
只
中
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
町
内
外
か
ら

１
３
、０
０
０
人
の
方
が
訪
れ
、
た
い
へ
ん
賑
わ
い
ま
し
た
。

３日
　

今
年
で
11
回
目
を
迎
え
た「
九
州
金
魚
す
く
い
選
手
権
大
会
」。
今
年
は
、
６
歳
か
ら
71
歳
ま
で

の
４
０
０
人
の
方
が
参
加
し
、
一
般
の
部
と
小
中
学
生
の
部
に
分
か
れ
て
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
各
部
の
優
勝
者
と
長
洲
一
位
の
方
は
、
８
月
に
奈
良
県
大
和
郡
山
市
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
は
ら
っ
ぱ
広
場
で
は「
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」、
多
目
的
広
場
で
は
、「
交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
魚
す
く
い
選
手
権
大
会
な
ど
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●一般の部

氏　　名

優　　勝 西口　美子

準 優 勝 假屋　和巳

３　　位 吉田　健治

敢 闘 賞
長洲１位 島田　佳織

●小・中学生の部

氏　名

優　　勝 椎野　一希

準 優 勝 安川翔太郎

３　　位 坂田万里恵

敢 闘 賞
長洲１位 宮島佳奈美

交通安全グラウンドゴルフ大会

優　勝 友和会（平原）

２　位 話い和い倶楽部（梅田）

３　位 永寿会（永方）

▲金魚をすくう子どもたち

▲ふれあい動物園

第
14
回
な
ん
さ
ま
き
て
み
な
っ
せ
市（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）、

野
点（
お
茶
）な
ど

４日
　

こ
の
日
は
、
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ「
平
成
青
年
会
」が
主
と
な
っ
て
、
第
14
回
な
ん
さ
ま
き
て
み

な
っ
せ
市
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
３
０
区
画
に
分
け
ら
れ
た
多
目
的
広
場
で
は
、
古
着
・
雑
貨
・
古

本
・
お
も
ち
ゃ
な
ど
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
来
場
者
は
お
目
当
て
の
品
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
文
化
協
会
茶
道
部
に
よ
る
野
点
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
着
物
姿

の
女
性
が
、
丁
寧
に
た
て
た
お
茶
と
お
茶
菓
子
を
運
び
、
来
場
者
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

造
船
工
場
見
学
ツ
ア
ー
、
か
し
わ
餅
の
無
料
配
布
な
ど

５日
　

ま
つ
り
最
終
日
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
造
船
㈱
有
明
事
業
所
の
協
力
に
よ
り
、「
造

船
工
場
見
学
ツ
ア
ー
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
便
の
バ
ス
に
わ
か
れ
た
ツ
ア
ー
は
、
い
ず
れ
の
便
も

満
員
で
合
計
約
２
３
０
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
工
場
内
で
は
、
普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
大
型
タ
ン
カ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
か
ら
は
驚
き
の
声
が
沸
き
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
町
観
光
協
会
主
催
で
か
し
わ
餅
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

野点

▲

▲お目当ての品を探す来場者

▲説明を聞く参加者

▲かしわ餅の配布

▼
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まちの話題まちの話題
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まちの話題まちの話題

　

４
月
23
日
、
第
35
回
子
ど
も
会
大
運
動
会
が
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
26
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
今
年
度
最
初
の
子
ど
も
会
行
事
で
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
リ
レ
ー
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

　

優
勝
：
清
源
寺
Ａ　
　

２
位
：
下
今
中
Ａ　
　

３
位
：
大
明
神

【
女
子
の
部
】

　

優
勝
：
下
今
中
Ａ　
　

２
位
：
清
源
寺
Ａ　
　

３
位
：
建
浜
Ａ

【
保
護
者
の
部
】

　

優
勝
：
腹
赤
Ａ　
　
　

２
位
：
折
地　
　
　
　

３
位
：
清
源
寺

第
35
回
長
洲
町
子
ど
も
会
大
運
動
会
が
開
催
〜
熱
戦
の
中
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
〜

▲女子の部で優勝した下今中Ａチーム

一
区
一
創
運
動
活
動
リ
ポ
ー
ト

永
方
区　

花
植
え
作
業

　

５
月
８
日
、
永
方
区
で
は
、
区
内
の
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド（
約
80
ｍ
）
で
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
の
花
苗
の
植
え
付
け
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
区
で
取
り
組
ん
で
い
る
花

い
っ
ぱ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
約

20
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。「
み
な
さ
ん

の
協
力
に
よ
っ
て
、
短
時
間
で
作
業
が
終

わ
り
ま
し
た
。
今
後
き
れ
い
な
花
が
た
く

さ
ん
咲
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。」と
上
田
区
長
。

▲男子の部で優勝した清源寺Ａチーム

　

５
月
７
日
、
長
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
木

下
綽
会
長
）
で
は
、
有
明
フ
ェ
リ
ー
駐
車
場

で
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
交
通
安
全
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
年
に
数
回
行
っ
て
い
る
も

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た

〜
長
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
〜

の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
早
朝
か
ら
会
員
な
ど
９
人
で
、

乗
船
待
ち
を
し
て
い
る
車
に
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
る
チ
ラ
シ
と
飲
み
物
を
配
布
し
ま
し

た
。

　

木
下
会
長
は
、「
行
楽
帰

り
に
事
故
が
な
い
よ
う
に
、

こ
の
日
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を

行
う
こ
と
で
、
交
通
安
全
に

役
立
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

▲キャンペーンの様子

　

５
月
９
日
、
出
前
講
座
が
、
長
洲
町
中
央

公
民
館
（
旧
長
洲
共
同
福
祉
施
設
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
町

と
の
情
報
共
有
を
図
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
目
的
で
４
月
か
ら
行
わ
れ
て

ま
ち
づ
く
り
・
活
き
生
き
出
前
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た

い
る
も
の
で
す
。

　

最
初
の
講
座
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
方
な
ど
約
30
人
が
、「
介

護
保
険
法
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」
と

い
う
講
座
を
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
町
職
員
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、「
地
域
支
え
あ
い
事
業
と
は
ど
う
い
う
も

の
か
」、「
今
回
の
改
正
に
伴
い
所
得
の
低
い

方
へ
の
配
慮
は
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
と
熱

心
に
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

受
講
後
は
、「
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
も

ら
っ
た
の
で
、
大
変
良
か
っ
た
で
す
。
今
後

の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

▲熱心に聞きました

西
新
町
区　

き
れ
い
な
花
が
咲
い
て
い
ま
す

　

西
新
町
区
の
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、
現

在
き
れ
い
な
花
が
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
広
場
は
、
昨
年
区
民
か
ら
提
供
さ

れ
た
土
地
で
、
そ
の
中
に
区
民
手
作
り
の

な
か
よ
し
花
壇
を
作
り
ま
し
た
。

　

取
材
し
た
こ
の
日
は
、
ゆ
り
・
金
魚
草
・

ア
ス
タ
ー
・
せ
き
ち
く
な
ど
の
色
と
り
ど
り

の
花
が
咲
き
ほ
こ
り
、
訪
れ
る
人
の
心
を

和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

こ
の
花
壇
が
で
き
、
き
れ
い
な
花
が
咲
い

て
い
ま
す
。
除
草
作
業
も
、
み
ん
な
で
自

主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。」と
草
野
区
長
。

▲作業のようす

▲花壇の様子
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■役場  78－3111
■ふれあいセンター  78－4100
　（中央児童館・子育て支援センター）
■中央公民館（生涯学習課）  78－0053
■水道課（浄化センター）  78－0126
■下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■クリーンパークファイブ（清掃施設）  78－4433
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号 休日在宅医
月　日 在　宅　医

６月４日㈰ 古庄胃内医院（玉名市）岱明町 57-0013

６月11日㈰ 多田隈内科医院（向　野） 78-3011

６月18日㈰ 有明成仁病院（鷲　巣） 78-1133

６月25日㈰ 福本内科医院（玉名市）岱明町 57-2811

人のうごき
平成 18年４月末日現在

　　 人　口　17,740人　（   28）
　　 　　男　  8,540人　（   26）
　　 　　女　  9,200人　（ 2）
　　 世帯数　  6,399世帯（   23）

※（　）内は前月比

～町議会のお知らせ～
　６月の長洲町議会定例会が、６月 21日㈬
午前 10時から開会されます。傍聴を希望さ
れる方は、当日議会事務局で受付して傍聴し
てください。
■問い合せ　総務課（内線 211）

皆さん献血にご協力を !
～長洲ライオンズクラブ主催～

　年々献血をされる方が減少しつつあり、緊
急の手術等で使用できる血液の量が不足して
います。一人ひとりのご協力があってこそ大
切な命を救うことができます。ほんの少しの
愛情で、大きな命を救いましょう。
　みなさんのご協力をお願いします。
■と　き　６月 14日㈬
　　　　　午前９時 30分～午前 11時 30分
■ところ　長洲町役場玄関前
※なお、献血にご協力いただいた方には、記
念品として長洲町指定ごみ袋等を差し上げ
ます。
■問い合せ　福祉保健介護課（内線 140）

～あなたも留学してみませんか～
　文部科学省認可の㈶エイ・エフ・エス日本
協会玉名支部では、2007年度の高校生留学
説明会を次のとおり開催します。当日は、ベ
ネズエラ、アメリカ、ドイツ、アイスランド
からの留学生との交流会も予定しています。
　これから留学を考えている方は、参加して
みませんか。中学生の参加も、お待ちしてい
ます。
■と　き　６月 18日㈰
　　　　　午後 1時～午後３時
■ところ　玉名高校（若駒寮１階研修室）
■内　容
　第１部　留学説明
　第２部　留学生による「お国」紹介
　第３部　交流会
■問い合せ　㈶エイ・エフ・エス日本協会玉
名支部　城戸（ 742179）

～木製遊具を貸出します～
　熊本県では、県産木材の利用促進を図るた
めに、イベント・行事や、子育て支援活動・
保育園・学校などでの遊具・教材として、く
まもとで育った木を使った木製遊具を無料で
貸出します。木製遊具は、ヒノキの積み木や
ヒノキの棒、木のパズルなどです。詳しくは、
お問い合せください。
■申し込み・問い合せ　県庁林業振興課県産
材利用推進室（ 096・333・2448）

お
知
ら
せ

児
童
手
当
現
況
届
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
中
に「
児
童
手
当
現
況

届
」を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
現

在
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
て
、

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
提
出
が
な
い

場
合
は
、
６
月
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
所
得
超
過
で
受
給

さ
れ
て
な
い
方
も
再
度
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
現
況
届
用
紙
の
配
布
は
、
６
月

中
旬
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

子
育
て
支
援
課（
内

　

線
１
８
２
）

自
動
車
保
険
請
求
相
談

　

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
、
自
動
車
保
険
な
ど

に
つ
い
て
の
内
容
や
保
険
請
求
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
や
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　

月
〜
金（
祝
日
を
除

く
）午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
午
後
５
時

■
弁
護
士
相
談
日　

毎
月
第
２
・
第

４
水
曜
日　

午
後
１
時
〜
午
後

４
時（
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
、

相
談
は
無
料
で
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

熊
本

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
（

０
９
６
・
３
２
４
・
８
７
４

　

０
）

土
砂
災
害
防
止
月
間

　

こ
れ
か
ら
は
梅
雨
に
入
り
、
雨

の
多
い
季
節
で
す
。
土
石
流
、
地

す
べ
り
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂

災
害
は
、
主
に
雨
が
引
き
金
と
な

っ
て
発
生
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

自
宅
、
職
場
の
周
り
に
土
砂
災
害

危
険
箇
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
事

前
に
危
険
な
場
所
を
確
認
し
、
防

災
情
報
を
収
集
す
る
な
ど
日
頃
の

備
え
を
万
全
に
し
、
い
ざ
と
な
っ

た
ら
早
め
の
避
難
を
こ
こ
ろ
が
け

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
せ　

県
庁
砂
防
課〔

０

　

９
６
・
３
８
３
・
１
１
１
１（
内
線

　

６
２
６
４
）〕

募　

集

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会

E
xc
e
l

受
講
者
募
集　

　

県
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
方

を
対
象
に
、
就
職
に
必
要
な
技
術

の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
と　

き　

７
月
13
日
㈭
〜
8
月

18
日
㈮

■
と
こ
ろ　

Ｐ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
ト
玉

名
教
室（
玉
名
市
築
地
１
９
１―

１
）

■
内　

容　

初
心
者
を
対
象
と
し

た
表
計
算
ソ
フ
ト「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
」の
内
容
。
パ
ソ
コ
ン
表
計
算

３
級
の
検
定
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

■
申
込
資
格　

必
ず
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
申
込
資
格
を
満
た

し
た
方
の
み
応
募
で
き
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料（
教
材
費
・
検
定

料
は
自
己
負
担
）

■
定　

員　

20
人（
選
考
に
よ
り
受

講
者
決
定
）

■
申　

込　

６
月
15
日
㈭
の
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
ま
で
に
、
玉

名
地
域
振
興
局
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
せ　

パ
レ
ア
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（

０
９
６

　

・
３
５
５
・
４
３
０
９
）

救
命
手
当
講
習
会
を
実
施

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
家
族
や
友
人

が
突
然
倒
れ
た
り
、
事
故
に
あ
っ

た
と
き
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

　

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
に

対
し
て
は
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
人
が
一
刻
も
早
く
適
切
な
救
命

手
当
を
実
施
す
る
こ
と
が
命
を
救

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
救
命
手
当

の
重
要
性
を
知
り
、
誰
で
も
出
来

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
荒
尾
消
防
署
で
は
、
命
を

救
う
救
命
手
当
を
一
人
で
も
多
く

の
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
講
習
会
を
終
了
さ

れ
た
方
に
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を

発
行
し
ま
す
。

■
と　

き　

６
月
18
日
㈰
午
前
９

時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

荒
尾
消
防
署
会
議
室

■
内　

容　

普
通
救
命
講
習
会（
心

肺
蘇
生
法
、止
血
法
、窒
息
対
策
）

■
定　

員　

30
人（
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
切
り
ま
す
）

■
費　

用　

無
料（
テ
キ
ス
ト
も
無

料
配
布
し
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

荒
尾

消
防
署
救
急
係（

63
１
１
２
１
）

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ（
ス
カ
イ
パ

ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
）を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

【
募
集
期
間
】

　

６
月
15
日
㈭
〜
８
月
15
日
㈫

【
教
養
学
部
】

①
全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学
し
、

学
士
を
目
指
す
学
生
）

②
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

③
科
目
履
修
生（
６
か
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

＊
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
な

ど
の
幅
広
い
分
野
の
科
目（
約

３
０
０
科
目
）か
ら
学
べ
ま
す
。

＊
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

選
科
・
科
目
履
修
生
に
入
学
で
き

ま
す
。

【
大
学
院
】

①
修
士
選
科
生（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

②
修
士
科
目
生（
６
か
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

＊
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

入
学
で
き
ま
す
。

＊
教
養
学
部
・
大
学
院
共
に
入
学
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（

０
９
６
・
３
４
１
・
０
８
６
０
）
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
ま
せ
ん
か
？

粗
大
ご
み
の
有
料
化
に
よ
る
収
集
が
始
ま
り
ま
し
た

粗
大
ご
み
の
有
料
化
に
よ
る
収
集
が
始
ま
り
ま
し
た

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
協
力
者
を
募
集
し
ま
す
〜

　

こ
れ
ま
で
、
４
月
１
日
号
と
５
月
１
日
号
広
報
な
が
す
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た

が
、「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」の
主
役
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

す
な
わ
ち
、
皆
さ
ん
で
育
み
、
発
展
さ
せ
て
い
く
の
が「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
た
ち
ま
で
参
加
し
、

い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
色
々
な
種
目
を
経
験
・
参

加
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
設
立
を
目
指
し
、
設
立
準
備

委
員
会
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
企
画
・
広
報
・
運
営
な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（

78
４
７
７
７
）

県
産
木
材
で
家
を
建
て

ま
し
ょ
う
！

　

熊
本
県
で
は
、
県
内
で
木
造
住

宅
を
新
築
さ
れ
る
方
に
乾
燥
ス
ギ

柱
材
な
ど
、
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ

ー
ム
を
さ
れ
る
方
に
内
装
材
を
無

償
提
供
す
る「
く
ま
も
と
森
林
を
育

む
木
の
住
ま
い
づ
く
り
推
進
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
募
集
戸
数
は
、

新
築
木
造
住
宅
が
年
間
１
４
０
戸
、

マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
が
20
戸

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

県
庁

林
業
振
興
課
県
産
材
利
用
推
進
室

　
（

０
９
６
・
３
３
３
・
２
４
４
８
）

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ

ン
プ
参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
㈶
国
際
青

少
年
研
修
協
会
で
は
、「
自
分
の
世

界
を
広
げ
よ
う
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

第
27
回
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
ま
す
。

　

在
日
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
し
ま
せ

ん
か
。

■
と　

き　

８
月
２
日
㈬
〜
８
月

６
日
㈰
４
泊
５
日

■
と
こ
ろ　

山
梨
県
山
中
湖
村
営

山
中
湖
キ
ャ
ン
プ
場

■
定　

員　

１
４
０
人（
小
学
４
年

生
〜
中
学
３
年
生
）

■
内　

容　

富
士
登
山
、
ワ
イ
ド

ゲ
ー
ム
、
野
外
炊
飯
、
ア
ン
ダ

ー
ス
タ
ー
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
な
ど

■
募
集
期
限　

７
月
７
日
㈮

■
費　

用　

４
６
、
０
０
０
円
〜

（
出
発
地
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

㈶
国
際

青
少
年
研
修
協
会（

０
３
・
３
３

　

５
９
・
８
４
２
１
）

手
話
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　

長
洲
町
手
話
サ
ー
ク
ル（
木
原
精

一
代
表
）で
は
、
初
心
者
に
も
や
さ

し
く
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
交

流
を
と
お
し
て
楽
し
く
勉
強
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
手
話
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
一
度
遊
び
に
来
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
と　

き　

毎
週
金
曜
日
午
後
７

時
〜
午
後
９
時

■
と
こ
ろ　

長
洲
町
中
央
公
民
館

（
旧
長
洲
共
同
福
祉
施
設
）

■
問
い
合
せ　

長
洲
町
社
会
福
祉

協
議
会（

78
１
４
４
０
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
65
４
８
４
７
）

　

４
月
24
日
に
、
有
料
化
に
な
っ
て
初
め
て
の
粗
大
ご
み
収
集
が
、
長
洲
校

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
シ
ー
ル
貼
付
制
」
と
い
う
新
方
式
の
導
入
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
周
知
と
違
反
ご
み
の
防
止
の
た
め
に
、

町
職
員
が
各
粗
大
ご
み
集
積
場
所
で
の
ご
み
出
し
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
第
１
回
目
は
違
反
ご
み
が
ゼ
ロ
と
い
う
成
果
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
へ
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
く
あ
る
ご
質
問

Ｑ
１　

新
聞
紙
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
の
資
源
ご
み
を
、
一
つ
の

指
定
ご
み
袋
に
ま
と
め
て
入
れ
て

も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

乾
電
池
・
蛍
光
灯
な
ど
の
有
害
ご
み

も
同
じ
よ
う
に
処
理
し
て
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
１　

資
源
ご
み
は
、
５
種
類（
新

聞
紙
・
そ
の
他
紙
類
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・

紙
パ
ッ
ク
・
布
類
）
あ
り
ま
す
が
、

全
て
種
類
別
に
分
類
し
て
指
定
ご

み
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

有
害
ご
み
も
同
様
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法
が
異
な
り
、

混
入
し
て
出
さ
れ
る
と
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
ま
せ
ん
。
一
緒
に
入
れ
て

出
さ
れ
た
場
合
は
違
反
ご
み
と
な

り
、
収
集
し
ま
せ
ん
。

Ｑ
２　

新
し
い
指
定
ご
み
袋
が
販

売
さ
れ
て
い
る
が
、
古
い
指
定
ご

み
袋
は
ま
だ
使
え
ま
す
か
。

Ａ
２　

古
い
指
定
ご
み
袋
は
、
今

ま
で
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。
ま

た
、
指
定
ご
み
袋（
小
）
に
つ
い
て

は
、在
庫
が
あ
る
た
め
、当
分
の
間
、

新
し
い
指
定
ご
み
袋
の
作
製
は
行

い
ま
せ
ん
。

Ｑ
３　

配
布
さ
れ
た
主
な
粗
大
ご

み
の
分
別
早
見
表
に
お
い
て
粗
大

ご
み
に
分
類
し
て
あ
る
も
の
は
、

必
ず
粗
大
ご
み
シ
ー
ル（
５
０
０

円
）を
貼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
３　
「
粗
大
ご
み
」
と
は
、
指
定

ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の
も

の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
薄
い
布
団
な
ど
で
指

定
ご
み
袋
に
入
る
も
の
は
、「
燃
え

る
ご
み
」の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
座
布
団
ぐ
ら
い
の
大
き

さ
に
切
断
し
て
指
定
ご
み
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
切
断
で

き
な
い
も
の
は
、「
可
燃
性
粗
大
ご

み
」と
し
て
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
を
貼

っ
て
、
そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
掃
除
機
な
ど
指
定
ご
み

袋
に
入
る
も
の
は
、「
金
属
類
」
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

分
解
し
て
指
定
ご
み
袋
に
入
る
も

の
も「
金
属
類
」
で
出
さ
れ
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に

指
定
ご
み
袋
に
入
っ
て
い
る
も
の

は
、
粗
大
ご
み
の
収
集
日
に
出
さ

れ
て
も
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
破
砕
不
適
物
の
中
で
指

定
ご
み
袋
に
入
る
も
の（
鉄
ア
レ
イ
、

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、消
火
器
ほ
か
）は
、

指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
粗
大
ご
み

の
収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
４　

新
聞
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
紙

パ
ッ
ク
・
そ
の
他
紙
類
・
布
類
の
資

源
ご
み
を
出
す
場
合
は
、
ひ
も
で

縛
っ
て
か
ら
指
定
ご
み
袋
に
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
４　

ひ
も
で
縛
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
指
定
ご
み
袋

へ
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

住
民
環
境
課（
内
線

　

１
３
１
・
１
３
２
）

子
ど
も
を
預
か
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
楽
し
く

子
育
て
を
で
き
る
よ
う
地
域
で
応

援
す
る
た
め
、
平
成
19
年
４
月
か

ら「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
」を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
」
と
は
、
子
ど
も
を
預
け
た

い
方
と
子
ど
も
を
預
か
り
た
い
方

と
の
相
互
援
助
活
動
を
行
う
会
員

組
織
で
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
で
は
、
団
体
保
険
に
加
入
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
、

預
か
れ
る
関
係
を
支
援
し
ま
す
。

　

現
在
、
協
力
会
員
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

長
洲

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（

78
４
１
０
０
）

～ファミリーサポートセンターのしくみ～

総合型地域スポーツクラブは
住みやすい

住んでよかったと思える
まちづくりをめざします

地域住民・体育協会・体育指導委員・町など

自主的参加
いつでも・誰でも気軽に
参加できます。　　　　

多世代
おじいちゃん・おばあちゃん
から子ども達まで色々な世代
の人たちが参加します　　　

多種目
色々な種目の経験・参加
ができます。　　　　　

交　流
地域の多くの方々と接する
ことにより交流の輪が広が
ります。　　　　　　　　

専門的指導
資格を持った有能な指導者
が個々のレベルに応じた指
導を行います。　　　　　

受益者負担
自分達の会費で企画・運営
していきますので充実した
活動が行えます。　　　　

支援・協力
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納
税
に　
あ
な
た
の
未
来
か
か
っ
て
る

く
ら
し
の
税
情
報

※この標語は、昨年度
腹栄中学校が租税教育
推進実践校として指定
され、生徒から募集し
た作品の中から選ばれ
た優秀作品です。

個
人
住
民
税

　

個
人
住
民
税（
以
下「
住
民
税
」）

と
は
、
町
民
税
と
県
民
税
を
合
わ

せ
た
も
の
を
い
い
、
個
人
の
前
年

中
の
所
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る

税
金
で
す
。
住
民
税
は
、
町
や
県

が
行
う
み
な
さ
ん
に
身
近
な
仕
事

の
費
用
を
、
個
人
個
人
の
負
担
能

力
に
応
じ
て
分
担
し
合
う
と
い
う

も
の
で
、
税
金
の
性
格
を
最
も
よ

く
表
し
て
い
る
税
金
で
す
。

■
住
民
税
を
納
め
る
人（
納
税
義
務

　

者
）

　

毎
年
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）
現

在
の
住
所
地
の
市
町
村
か
ら
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

住
民
税
で
い
う
住
所
地
は
、
納

税
義
務
者
の「
生
活
の
本
拠
地
」
を

い
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
住
民

票
の
住
所
と
実
際
の
住
所
が
異
な

る
場
合
は
、
そ
の
人
の「
生
活
の
本

拠
地
」が
住
所
地
と
な
り
ま
す
。

■
税
額
が
決
ま
る
ま
で

　

住
民
税
は
、
均
等
の
額
に
よ
り

負
担
す
る「
均
等
割
」
と
、
そ
の
人

の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得

割
」の
２
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
く
あ
る
ご
質
問

住
民
税

Ｑ
１　

私
の
夫
は
、
平
成
17
年

12
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
中
の
夫
の
所
得
に
対
す
る

住
民
税
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

住
民
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
、
居
住
し
て
い
る
住

所
地
の
市
町
村
か
ら
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
平
成
17
年
中

に
死
亡
さ
れ
た
人
に
は
、
平
成

18
年
度
の
住
民
税
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

Ｑ
２　

医
療
費
控
除
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ　

自
分
や
家
族
の
た
め
に
医

療
費
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
医

療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
対
象
と
な
る
金
額
は
、

実
際
支
払
っ
た
医
療
費（
保
険
金

や
高
額
医
療
費
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
る
金
額
を
除
く
）の
額
が
10

万
円
を
超
え
た
額
で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
人
は
実
際
支
払

っ
た
医
療
費
の
５
％
の
金
額
で

す
。

　

医
療
費
は
対
象
と
な
ら
な
い

分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
税
務
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。　
　
　

Ｑ
３　

毎
月
の
給
与
か
ら
住
民

税
を
天
引
き
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
会
社
を
退
職
し
ま
し
た
。

　

残
り
の
住
民
税
は
ど
う
な
り

ま
す
か
。

Ａ　

給
与
天
引
き
さ
れ
て
い
た

人
が
年
の
途
中
で
退
職
し
た
場

合
、
会
社
が
残
り
の
税
額
を
一

括
徴
収
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、

直
接
本
人
が
町
の
納
付
書
に
よ

っ
て
納
付
す
る
普
通
徴
収
の
方

法
で
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

Ｑ
４　

住
民
税
は
、
市
町
村
で

違
う
の
で
す
か
。

Ａ　

住
民
税
の
税
率
や
計
算
方

法
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
く
も

の
で
全
国
一
律
で
す
。

　

た
だ
し
、
納
税
す
る
人
の
所

得
や
、
所
得
控
除
な
ど
の
違
い

で
税
額
が
異
な
り
ま
す
。

作（腹栄中２年　
築山ちひろさん）

●
所
得
割
額
は
、
次
の
よ
う
な
方

　

法
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

（
所
得
金
額―

所
得
控
除
）×
税
率―

税
額
控
除
＝
所
得
割
額

※
計
算
例

　

夫
婦
子
供
２
人
で
、
妻
子
に
所

得
が
な
い
場
合

Ａ　

所
得　

３
、０
０
０
、０
０
０
円

Ｂ　

所
得
控
除

　

１
、６
５
０
、０
０
０
円

　
（
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
社

　

会
保
険
料
控
除
な
ど
）

Ｃ　

税
率
５
％
（
町
民
税
３
％　

　

県
民
税
２
％
）　

Ｄ　

税
額
控
除　

定
率
減
税
額　

　

７
・
５
％

　
（
３
、０
０
０
、０
０
０―

１
、６
５

　

０
、０
０
０
）
×
５
％
＝
６
７
、５

　

０
０
円

税
額
控
除
…

　

６
７
、５
０
０
円
×
定
率
減
税
額

　

７
・
５
％
≒
５
、０
６
２
円

　

６
７
、５
０
０―

５
、０
６
２
≒
＝

　

６
２
、４
０
０
円

し
た
が
っ
て
、
こ
の
人
の
場
合

の
住
民
税
は
、
均
等
割
額
４
、５

０
０
円
と
合
わ
せ
て
、
年
税
額
が

６
６
、９
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

■
税
金
が
課
税
さ
れ
な
い
人

　

次
の
方
は
、
均
等
割
・
所
得
割
の

い
ず
れ
も
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

①　

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

②　

障
害
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
、

又
は
寡
夫
で
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

■
納
税
の
方
法

①　

自
営
業
者
な
ど
の
方
は
、
普

通
徴
収
と
い
う
方
法
で
納
税
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
町
か
ら
送
付

さ
れ
た
納
付
書
で
納
付
す
る
方

法
で
す
。
納
期
は
、
６
月
・
８
月
・

10
月
・
翌
年
１
月
の
４
期
に
な
り

ま
す
。

　

＊
な
お
、
今
年
度
か
ら
納
税
通

知
書
の
様
式
が
、
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

　

納
税
通
知
書
は
、
切
り
離
さ

ず
に
金
融
機
関
な
ど
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②　

給
与
所
得
者
の
方
は
、
特
別

徴
収
と
い
う
方
法
で
納
税
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
勤
務
先
の
会
社

が
、
毎
月
の
給
与
か
ら
差
し
引

い
て
納
付
す
る
方
法
で
す
。
納

期
は
、
６
月
か
ら
翌
年
の
５
月

ま
で
の
12
回
に
な
り
ま
す
。

住
民
税
関
係
税
制
改
正
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
主
な

改
正
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

定
率
減
税
の
見
直
し

　

個
人
住
民
税
は
、
均
等
割
額
と

所
得
割
額
の
合
算
に
よ
る
税
額
で

す
が
、
所
得
割
に
つ
い
て
は
算
定

さ
れ
た
所
得
割
額
か
ら
15
％
相
当

額（
最
高
４
万
円
）
が
控
除
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
定
率
税
額
控
除
の
15
％
相

当
額
が
、７
・
５
％
（
最
高
２
万
円
）

に
縮
減
さ
れ
ま
す
。

老
年
者
控
除
の
廃
止

　

こ
れ
ま
で
は
、65
歳
以
上
の
方
で
、

前
年
の
合
計
所
得
が
１
、０
０
０
万

円
以
下
の
方
に
対
し
て
は
、
老
年

者
控
除（
48
万
円
）
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
廃
止
に
な
り
ま

す
。生

計
同
一
の
妻
に
対
す

る
均
等
割
の
見
直
し

　

昨
年
度
ま
で
は
、
生
計
を
同
じ

く
す
る
妻
へ
の
均
等
割
の
課
税
に

つ
い
て
は
、
１
／
２
軽
減
で
し
た

が
今
年
度
か
ら
全
額
課
税（
４
、５

０
０
円
）さ
れ
ま
す
。

＊
こ
の
他
に
、
65
歳
以
上
の
方
へ

の
公
的
年
金
控
除
額
の
見
直
し
、

65
歳
以
上
の
方
で
、
所
得
が
１
２
５

万
円
以
下
の
場
合
の
非
課
税
措
置

の
廃
止
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

税
務
課（
内
線
１
５

　

２
・
１
５
３
）

■住民税税額表
均等割

税　目 税　率

町　民　税 3,000円

県　民　税 1,500円

＊県民税には、「熊本県水とみ
どりの森づくり税」の 500円が
含まれています。

所得割

課税所得の段階 税率

200万円以下の金額 ５％

200万円を超える金額 10％

700万円を超える金額 13％
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行
財
政
改
革
通
信
№１

　

町
で
は
、
行
財
政
改
革
を
策
定

し
ま
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。「
行
財
政
改
革

通
信
」
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

の
現
状
や
、
改
革
の
進
め
方
を
で

き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
皆
さ
ん

に
お
伝
え
し
た
い
と
考
え
、
口
語

体
で
読
み
や
す
さ
を
第
一
に
作
成

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
定
期
的
に
情
報
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
キ
ャ
ス
ト 

… 

住　

民

■
「
行
男
」さ
ん　

  

「
政
子
」さ
ん

■
「
長
洲
太
郎
」さ
ん
…
町
職
員

　

長
洲
町
で
は
行
財
政
改

革
に
い
ろ
い
ろ
と
取
り
組

ん
で
い
る
ん
だ
っ
て
。

　

そ
う
い
え
ば
、
聞
い
た

こ
と
あ
る
よ
。「
広
報
な
が

す
」
に
い
ろ
い
ろ
書
い
て
あ
っ
た

し
、
各
施
設
の
使
用
料
が
４
月
か

ら
変
わ
っ
た
り
、
補
助
金
な
ん
か

も
下
が
っ
た
み
た
い
よ
。

　

で
も
、
な
ぜ
行
財
政
改

革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
ん
だ
ろ
う
。

　

長
洲
町
で
は
こ
れ
ま
で
、

行
財
政
改
革
大
綱
と
い
う

計
画
を
つ
く
っ
て
行
政
の
効
率
的

な
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
け
ど
、

平
成
17
年
３
月
に
合
併
協
議
会
が

解
散
し
単
独
で
の
町
政
運
営
を
行

う
こ
と
や
、
国
の
三
位
一
体
の
改

革
の
影
響
に
よ
り
、
と
て
も
厳
し

い
町
政
運
営
を
行
わ
な
い
と
い
け

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
要
望

に
応
え
つ
つ
も
、
将
来
に
わ
た
っ

て
健
全
な
財
政
を
維
持
・
確
保
す

る
た
め
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
、

新
た
に
行
財
政
改
革
の
計
画
を
見

直
し
取
り
組
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

　

厳
し
い
町
政
運
営
っ
て
、

長
洲
町
は
ど
れ
く
ら
い
厳

し
い
の
。　

ま
ず
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
が
過
去

最
高
だ
っ
た
平
成
11
年
度
と
平
成

16
年
度
を
比
べ
る
と
４
億
５
千
万

円
減
り
ま
し
た
し
、
少
子
高
齢
化

や
介
護
保
険
制
度
の
導
入
で
か
な

り
の
お
金
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
大
型
施
設
の
建
設
に
よ

り
多
額
の
お
金
が
か
か
り
、
そ
れ

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
お
金
も

か
な
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
は

平
成
17
年
度
末
の
見
込
み
で
総
額

は
約
１
億
１
千
万
円
程
度
に
な
る

と
予
想
さ
れ
、
底
を
突
き
始
め
て

い
ま
す
し
、
借
金
（
起
債
）
も
、

約
60
億
円
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
会
計
に
つ
い
て
も
、
施

設
を
短
期
間
で
集
中
的
に
整
備
し

て
き
た
た
め
、
平
成
17
年
度
末
で

は
、
借
金
（
起
債
）
が
約
96
億
円

あ
り
、
毎
年
10
億
円
程
度
の
返
済

を
必
要
と
し
下
水
道
財
政
を
圧
迫

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
10
年
度
か
ら
平

成
16
年
度
に
お
い
て
は
、
支
出
が

収
入
を
上
回
る
赤
字
の
状
態
が
続

き
、
平
成
17
年
度
は
黒
字
に
な

っ
た
も
の
の
累
積
赤
字
額
は
約
18

億
４
千
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
に
厳
し
い
の
。

民
間
の
会
社
で
あ
れ
ば
倒

産
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
。

　

で
も
、
町
の
財
政
が
厳

し
い
と
い
っ
て
も
自
分
た

ち
の
生
活
に
は
あ
ん
ま
り
関
係
が

な
い
の
で
は
。

　

い
や
！
そ
う
い
え
ば
、

今
年
か
ら
保
育
料
や
下
水

道
の
使
用
料
が
高
く
な
り
家
計
に

も
影
響
が
出
て
い
る
ヨ
。

　

そ
う
で
す
ね
。
住
民
の

皆
さ
ん
に
負
担
を
か
け
て

お
り
ま
す
。

　

何
と
か
財
政
が
健
全
化
す
る
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
見
直
し
、
行
政
の
無
理
・
無
駄

を
な
く
す
な
ど
、
い
ろ
ん
な
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

具
体
的
に
ど
ん
な
こ

と
。

　

役
場
が
行
っ
て
い
る
仕

事
の
見
直
し
や
、
職
員
数

を
減
ら
し
た
り
、
議
員
自
ら
定
数

を
減
ら
す
な
ど
し
た
り
、
他
に
、

民
間
へ
の
外
部
委
託
な
ど
81
の
実

施
項
目
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
（
詳
し
く
は
、
平
成
18
年
４
月
１

号
「
広
報
な
が
す
」
に
掲
載
）

　

い
ろ
ん
な
取
り
組
み
が

さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
自
分

た
ち
も
も
っ
と
町
の
こ
と
を
勉
強

し
て
、
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
あ
。

　

そ
う
だ
わ
。
も
っ
と
関

心
を
持
た
な
い
と
い
け
な

い
わ
ね
。　

町
が
一
方
的
に
何
で
も

決
め
る
の
で
は
な
く
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
提
供
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
、
行
財
政
改
革

に
つ
い
て
、
少
し
は
わ
か

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
次
回
か

ら
も
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

＊
行
財
政
改
革
を
よ
り
よ
い
も

の
に
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
い
た
だ
い
た
意
見
を
参

考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

財
政
課
（
内
線
２
２

　

１
）

　

先
日
実
施
し
ま
し
た
住
民
健
康

診
査
の
結
果
説
明
会
を
、
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
健
診
結
果
は
、

説
明
会
当
日
ま
た
は
健
康
相
談
日

に
お
渡
し
し
ま
す
。
結
果
を
み
て

生
活
を
振
り
返
る
機
会
と
し
て
、

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
健
康
診
査
の
結

果
を
適
切
に
受
け
止
め
て
い
た
だ

き
、
必
要
な
ご
相
談
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
次
の
期
間
は
す
こ
や
か

館
の
開
館
時
間
を
延
長
し
て
い
ま

す
の
で
、
結
果
の
受
領
や
健
康
相

談
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
健

康
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
は
、
こ

の
期
間
以
外
で
も
随
時
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
健
康
診
査
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
個
人
の
疾
病
予
防
お
よ

び
町
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
に
利
用
し
、
ま
た
必
要
に
応
じ

て
指
導
な
ど
を
行
う
予
定
に
し
て

い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
導
入
さ
れ

た
基
本
健
康
診
査
受
診
者（
65
歳

以
上
の
方
）
へ
の
生
活
機
能
評
価

（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
の
結
果

は
、
介
護
予
防
事
業
の
実
施
に
活

用
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

●
内　

容

　
（
講
師
：
日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー　

保
健
師
・
栄
養
士
）

◎
く
ら
し
に
活
か
そ
う
！
健
康
診

査（
生
活
習
慣
病
予
防
を
中
心

に
）
…
75
分

◎
が
ん
予
防
に
つ
い
て
…
45
分

◎
個
別
相
談

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館

　
（

65
７
５
１
５
）

健
康
診
査
結
果
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

健
康
診
査
結
果
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

健診日 説　明　会
会　

場

健康相談
（すこやか館）
＊午後７時まで
行います　

４月 24日
４月 25日

５月 31日㈬
午前９時 30分～
午前 11時 30分

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

５月 31日㈬
６月１日㈭
６月２日㈮
＊ 31日は、午後
　４時 30分から
　受け付けます

４月 26日
５月 31日㈬
午後１時 30分～
午後３時 30分

４月 27日
４月 28日

６月６日㈫
午前９時 30分～
午前 11時 30分

６月６日㈫
６月７日㈬
６月８日㈭
＊６日は、午後
　４時 30分から
　受け付けます

５月１日
５月２日

６月６日㈫
午後１時 30分～
午後３時 30分

５月８日
５月９日

６月 15日㈭
午前９時 30分～
午前 11時 30分

町
民
研
修
セ
ン
タ
ー

６月 15日㈭
６月 16日㈮
＊ 15日は、午後
　４時 30分から
　受け付けます５月 10日

６月 15日㈭
午後１時 30分～
午後３時 30分

５月 11日
５月 12日

６月 19日㈪
午前９時 30分～
午前 11時 30分

６月 19日㈪
６月 20日㈫
６月 21日㈬
＊ 19日は、午後
　４時 30分から
　受け付けます

５月 15日
６月 19日㈪
午後１時 30分～
午後３時 30分

精
神
保
健
福
祉
相
談

　

熊
本
県
で
は
、
次
の
と
お
り
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
心
の
悩
み

や
不
安
が
あ
る
方
、
ア
ル
コ
ー
ル

問
題
、
思
春
期
や
青
年
期
の
こ
こ

ろ
の
悩
み
の
あ
る
方
、
認
知
症
の

お
世
話
で
お
困
り
の
方
な
ど
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と　

き　

原
則
と
し
て
毎
月
第

２
・
第
４
水
曜
日
の
午
後
２
時
〜

午
後
４
時（
予
約
制
と
な
っ
て
い

ま
す
）

■
と
こ
ろ

●
第
２
水
曜
日
…
有
明
保
健
所
又

は
市
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
第
４
水
曜
日
…
荒
尾
市
保
健
セ

ン
タ
ー
又
は
荒
尾
市
役
所

■
相
談
担
当　

精
神
科
医
師

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

有
明

保
健
所
保
健
予
防
課（

72
２
１

　

８
４
）、
福
祉
保
健
介
護
課（
内

線
１
４
２
）

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者

な
ど
に
対
す
る
補
償
金
制
度

　

こ
の
制
度
に
基
づ
く
補
償
金
の

請
求
期
限
が
迫
っ
て
き
て
い
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
者　

平
成
８
年
３
月

31
日
ま
で
に
国
立
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
な
ど
に
入
所
さ
れ
て
い

た
方
で
あ
っ
て
、「
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
入
所
者
等
に
対
す
る
補

償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」

施
行
日（
平
成
13
年
６
月
22
日
）

に
お
い
て
生
存
さ
れ
て
い
る
方

■
請
求
期
限　

６
月
21
日
㈬

■
そ
の
他　

次
の
方
は
、
補
償
金

を
請
求
で
き
ま
せ
ん

①
既
に
補
償
金
を
受
け
ら
れ
て
い

る
方

②
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判
上

の
和
解
が
成
立
さ
れ
て
い
る
方

■
問
い
合
せ　

厚
生
労
働
省
健
康

局
疾
病
対
策
課
ハ
ン
セ
ン
病
係

〔

０
３
・
５
２
５
３
・
１
１
１
１

（
内
線
２
９
８
０
・
２
３
６
９
）〕

肝
が
ん
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

熊
本
県
の
Ｃ
型
・
Ｂ
型
肝
炎
の
感

染
率
は
、全
国
平
均
に
比
べ
て
高
く
、

肝
臓
病
は
身
近
な
病
気
で
す
。

　

日
本
肝
臓
学
会
主
催
に
よ
る
市

民
公
開
講
座
が
、
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
肝

臓
病
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、

肝
臓
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■
と　

き　

６
月
18
日
㈰
午
後
２

時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

玉
名
市
民
会
館

■
内　

容　

○ 

肝
臓
病
の
話

　

○
肝
臓
病
専
門
医
に
よ
る
個
別

相
談　

※
入
場
は
無
料
で
す

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館（

65

　

７
５
１
５
）

▲浄化センター

■説明会日程表
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常用の求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年　齢 賃　金

43040－ 2106561 コンクリート製品の仕上げ作業 ３人 60歳以下 150,000～ 200,000円
43040－ 2098361 鉄筋加工（請負） ２人 40歳以下 138,000～ 161,000円
43040－ 2086861 美容師見習い １人 18～ 30歳 110,000円
43040－ 2012161 アルミサッシ加工組立 ５人 18～ 45歳 128,000～ 160,000円
43040－ 1933461 タクシー乗務員 ２人 不問 20,250円（歩合制）
43040－ 1925461 溶接工 ２人 18～ 50歳 176,000～ 211,200円
43040－ 1919861 生産管理技術者 ２人 不問 160,000～ 300,000円
43040－ 1918761 一級建築施工管理技術者 １人 不問 180,000～ 300,000円
43040－ 1898161 造船足場架設・解体 ２人 18～ 30歳 220,000円
43040－ 1897961 雑工事作業員 ２人 18～ 50歳 161,000～ 184,000円
43040－ 1886461 溶接工 １人 18～ 28歳 132,000～ 246,400円
43040－ 1857161 船舶塗装、建築塗装 ３人 18～ 40歳 200,000～ 250,000円
43040－ 1841361 鉄筋工 ２人 18～ 45歳 144,000～ 240,000円
43040－ 1815061 営業 10人 不問 144,400～ 160,000円
43040－ 1787361 船コク溶接、取り付け鉄工 ５人 18～ 40歳 152,000～ 216,000円
43040－ 1785161 天井クレーン運転士 １人 18～ 40歳 160,000～ 216,000円
43040－ 1774761 場内作業員 ３人 18～ 40歳 112,010円
43040－ 1734161 正看護師 １人 不問 163,000～ 193,000円
43040－ 1733961 准看護師 １人 不問 136,500～ 166,500円
☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番号をお伝えください。このほかにも多数の求人があり
　ますので、お早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９)へ問い合せください。
※掲載内容は５月 22日現在ですので、すでに採用済みになっている場合はご了承ください。

３万本が咲き誇る柳川ゆり祭り
　両開（大浜町明治開）にある

「グランドワーク遊
ゆう き のうえん

帰農園」（む
つごろうランド西方）に赤、黄、
白の美しいスカシユリが咲き乱
れています。期間中は、地元
でとれた新鮮な農産物直売な
どのほか、バーベキュー（１人
2,500円、要予約）も楽しめます。

■期　　間　６月 25日まで（入園無料）
■開園時間　午前 10時～午後６時
■問い合せ　古賀さん（  080・5256・4848）

古墳祭ライブ inなごみ
■と　き　8月 1日㈫　開演午後 7時
■ところ　肥後民家村野外ステージ
■出演者　GANGA　ZUMBA
　　　　　　（THE  BOOM  宮沢和史ソロ・バンド）
　　　　　河口恭吾
■前売券　大人（高校生以上）4,000円 
　　　　　小人（小中学生）　  2,000円
■当日券　大人（高校生以上）5,000円
　　　　　小人（小中学生）　  3,000円
■チケット発売日　６月中旬予定
※当日は、ＲＫＫテレビ「根本要の音楽山盛」
　の収録があります
■問い合せ　町経済課（ 0968・86・3111）

柳川市

栄
養
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

（平成 18年４月 30日受付分まで）

誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区

３．23 永松　大
だい

輝
き

男 隆　弘 建　浜

３．27 金子　春
はのん

音 女 勝 新　町

３．30 植原　華
はな

望
み

女 修　德 折　地

４ ． ２ 吉田　小
こはる

桜 女 剛　訓 向野北

４ ． ４ 坂下　　桜
さくら

女 賢　一 上沖洲

４ ． ６ 益田　秀
しゅうや

弥 男 浩　信 折　地

４．25 仕明　志
しおん

音 女 広　充 清源寺

和水町

平成 18年５月 22日現在
玉名公共職業安定所調べ

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄
養
教

室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

健
康
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
食

生
活
を
中
心
に
運
動
や
休
養
を
含

め
た
健
康
全
般
の
こ
と
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。

　

過
去
に
栄
養
教
室
を
終
了
さ
れ

た
方
、
す
で
に
食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
方
、
他

の
教
室
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
で

も
、
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
関
心
を
も
た
れ
た
内
容

の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

　

参
加
後
、
さ
ら
に
関
心
を
深
め

ら
れ
た
方
は
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
の
活
動
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
自
分
の
健
康
づ
く
り

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！

■
時　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
１
時

■
と
こ
ろ　

す
こ
や
か
館

■
参
加
費　

無
料

■
持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
１
枚（
清

潔
な
も
の
）、
米
１
合
、
ス
リ
ッ

パ（
調
理
室
用
）、
筆
記
用
具

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

す
こ

や
か
館（

65
７
５
１
５
）開
催

日
の
４
日
前
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
先
着
30
人
ま
で
）

高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル

　

熊
本
県
で
は
、
県
民
の
歯
の
健

康
づ
く
り
推
進
の
一
環
と
し
て
、

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯

が
あ
る
健
康
な
高
齢
者
の
方
へ
の

表
彰
を
実
施
し
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の

県
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯
科
医
院

に
て
診
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

満
80
歳
以
上
で
、
自

分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
健
康

な
高
齢
者
の
方（
但
し
、
前
回
ま

で
の
県
大
会
出
場
者
を
除
く
）

■
選
出
方
法

○
地
区
大
会

　

対
象
者
に
該
当
す
る
人
を
推
薦

し
て
も
ら
い（
自
薦
も
可
）、
各
歯

科
医
院（
歯
科
医
師
会
会
員
）
に
お

い
て
、
無
料
で
診
査
を
行
い
ま
す
。

　

各
歯
科
医
院
に
お
い
て
、
診
査

し
た
対
象
者
の
中
か
ら
、
玉
名
郡

市
歯
科
医
師
会
に
よ
り
代
表
者
１

人
を
県
大
会
へ
推
薦
し
ま
す
。

○
県
大
会

　

代
表
者
を
書
類
審
査
し
、
被
表

彰
者
を
選
出
し
ま
す
。

■
主　

催　

熊
本
県
歯
科
医
師
会

歯
の
衛
生
週
間
実
行
委
員
会

■
問
い
合
せ　

熊
本
県
歯
科
医
師

会（

０
９
６
・
３
４
３
・
８
０
２

　

０
）、す
こ
や
か
館（

65
７
５
１

　

５
）

よ
い
歯
の
広
場
を
開
催

し
ま
す

　

６
月
４
日
㈰
か
ら
６
月
10
日
㈯

は
、
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。

　

生
涯
を
通
し
て
い
つ
ま
で
も
丈

夫
な
歯
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、「
よ

い
歯
の
広
場
」で
自
分
の
歯
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
と　

き　

６
月
10
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

玉
名
市
保
健
セ
ン
タ

ー
〔
玉
名
市
岩
崎
１
３
３（

72

４
１
８
８
）〕

■
主　

催　

玉
名
郡
市
歯
科
医
師

会
、
有
明
保
健
所

■
内　

容　

無
料
歯
科
検
診
・
歯
科

相
談
、
無
料
フ
ッ
素
塗
布
、
歯

の
み
が
き
方
指
導
、
歯
を
丈
夫

に
す
る
お
や
つ
試
食
、
歯
周
病

チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
・
栄
養
相
談
、

各
種
展
示
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
せ　

有
明
保
健
所（

72

２
１
８
４
）

開催日と内容（講話と調理実習）
回 開催日 内　　　　　容

１ ６月21日㈬
健康食の基本パターン（バランスのとれた
食事とは）
＊メタボリックシンドローム対策

２ ７月12日㈬ ほんとうのダイエットしましょう（肥満予防）
＊適正体重と食事量

３ ８月２日㈬ 運動でリフレッシュ（お弁当箱でダイエット）
＊摂取エネルギーと消費エネルギー

４ ９月8日㈮ 朝ごはんで一日のスタート！（健康的な食べ方）
＊生活リズムを整えて、糖尿病予防

５ 10月４日㈬
油をじょうずにつかいましょう
（油の質と量を考えて）
＊高脂血症予防

６ 11月２日㈭ 食事を楽しみましょう（減塩食でもおいしく）
＊高血圧予防

７ 12月８日㈮
骨を丈夫に！（ビタミンとミネラルを上手
にとりましょう）
＊骨粗鬆症、貧血予防

※今年度は特に、野菜を１日 350ｇ食べることを目標
　とします。
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鳴
洲
四
月
句
集

（
順
不
同
）

月
お
ぼ
ろ
夫つ
ま

と
息こ

二
人
を
り
し
家

寺
田
冨
貴
子

早
掘
り
の
筍
提
げ
て
友
来
た
る

西
尾
智
恵
子

雲
仙
を
遥
に
望
み
海
お
ぼ
ろ

西
尾　

俊
子

稚
金
魚
の
水
の
動
き
に
未
だ
垂
れ
ず

羽
田
野
月
子

慰
霊
塔
文
字
は
金
色
夕
ざ
く
ら

廣
田
喜
美
子

朧
夜
の
母
の
記
憶
や
今
感
謝

福
田　

彰
子

芝
桜
毛も
う
せ
ん氈
敷
き
し
様
に
咲
く

松
野
セ
ツ
代

孫
守
り
や
部
屋
に
吊
る
せ
り
紙
金
魚

松
野
千
代
子

稚
金
魚
の
は
な
び
ら
の
ご
と
泳
ぎ
け
り

馬
渕　

妙
子

無
常
な
り
独
り
暮
ら
し
か
金
魚
鉢

宮
本　

治
人

高
森
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
花
吹
雪

山
下　

岩
太

山
桜
雨
に
溶
け
だ
し
さ
う
な
色

池
原　

倫
子

雛
の
宿
異
国
の
人
と
隣
り
合
ふ

大
石
伊
津
子

日
は
西
に
ま
だ
車
座
の
花
の
宴

緒
方　

繁
子

一
匹
の
金
魚
し
き
り
に
泳
ぎ
を
り

川
本　

竹
野

海
の
月
お
ぼ
ろ
な
り
け
り
波
の
上

菊
本　

暁
美

里
人
ら
桜
ま
つ
り
の
テ
ン
ト
張
り

木
山　

一
代

孫
は
雛
飾
れ
ば
笑
み
て
歌
う
た
ふ

塩
山　

輝
士

水
更か

へ
て
金
魚
大
き
く
尾お

び
れ鰭

振
る

塩
山　

不
忘

交
配
の
成
り
て
茶
金
魚
生
れ
し
郷

柴
田
せ
つ
子

ベ
ビ
ー
カ
ー
押
し
て
花
見
の
若
夫
婦

竹
下　

誠
子

朧
月
い
た
は
り
歩
く
老
夫
婦

田
頭　

澄
枝

片
付
け
の
シ
ー
ト
に
た
た
み
込
む
落
花

堤　

そ
の
子

一
山
の
花
の
お
ぼ
ろ
で
あ
り
に
け
り

寺
田　

久
子

６月の行事
期　日 内　　　容 場　　所

４日㈰
町民ビーチボール
バレー大会

Ｂ＆Ｇ体育館

11日㈰
子ども会ビーチボ
ールバレー大会

Ｂ＆Ｇ体育館

み
ん
な
で
楽
し
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「
文
化
を
創
造
し
個
性
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り
」

を
目
指
し
て

生
涯
学
習
課
附
属
機
関
の
各
種
委
員
決
ま
る
！

平成18年度高齢者スポーツ教室 
参加者追加募集

　町内在住の 60歳以上の方を対象とした「高齢者ス
ポーツ教室」の参加者を次のとおり追加募集します。
◆年会費　　各教室とも 1,000円（スポーツ安全保
険は別途）
◆申し込み　７月７日㈮までにスポーツセンター事
務所保管の申し込み用紙に年会費を添えて申し込
みください。

【グラウンドゴルフ教室】
　と　き：毎月第２・４火曜日　午前９時 30分～
　　　　（雨天時・グラウンド状態が悪い場合は中止）
　ところ：総合スポーツセンター　グラウンド
【ビーチボールバレー教室】
　と　き：毎週水曜日　午前 10時～
　ところ：総合スポーツセンター　体育館
【レクレーション（民謡）】
　と　き：毎月第２・４金曜日　午前 10時～
　ところ：総合スポーツセンター　武道場
　※詳しくは総合スポーツセンターまで

▼

減量・ストレス解消・シェイプアップなど

専門指導員が目的別実技指導を行います！

　総合スポーツセンターでは、昨年に引き続き専門
の指導員による目的別（減量・ストレス解消・シェイ
プアップなど）の実技指導及びトレーニング機器の
取り扱いを指導します。
　懐かしいメロディーや最新の音楽にあわせて体を
動かしたり、ストレッチ体操などを行います。一人
で運動するのはどうも…という方、みんなで楽しく
始めてみませんか！
　中学生以上を対象とし、水曜日の午後５時から午
後９時まで指導しますので、都合の良い日・時間に
おいでください。
【第１回指導日】（計８回）
　６月／７日・14日・21日・28日
　７月／５日・12日・19日・26日
【第２回指導日】（計８回）
　10月／ 11日・18日・25日
　11月／１日・８日・15日・22日・26日
【第３回指導日】（計８回）
　１月／ 24日・31日
　２月／２日・14日・21日・28日
　３月／７日・14日
　※都合により日時変更の場合もあります。
【トレーニング室使用料】（１回につき）

中学生 高校生以上
町　　内 １００円　 １５０円
町　　外 ２００円　 ３００円

※必ず上靴・運動着を持参してください。
　中学生の方は保護者と一緒に参加ください。

トレーニング室で、いい汗かきませんか！
　

こ
の
ほ
ど
生
涯
学
習
課
附
属
機

関
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新

た
に
４
月
よ
り
各
種
委
員
が
教
育

委
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
20
年
３
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
以
下
敬
称
略
）

社
会
教
育
委
員　

６
人

（
職
務
‥
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計

画
立
案
等
）松

山　

知
史
（
下　

東
）

松
本　
　

曻
（
腹
栄
中
）

寺
田　

敬
子
（
駅　

通
）

城
戸
八
重
子
（
平　

原
）

福
村　

俊
行
（
今　

町
）

福
田
早
千
子
（
宮
ノ
町
）

校
区
公
民
館
長　

４
人

（
職
務
‥
校
区
公
民
館
事
業
等
の
総

括
）

【
六
栄
校
区
】
浦
田　

計
廣
（
向
野
）

【
腹
赤
校
区
】
上
野　

隆
充
（
平
原
）

【
長
洲
校
区
】
下
田　

辰
輝
（
今
町
）

【
清
里
校
区
】
那
須　

五
男
（
梅
田
）

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員　

９
人

（
職
務
‥
公
民
館
事
業
の
企
画
実
施

に
伴
う
調
査
審
議
）

田
畑　

博
行
（
清
里
小
）

山
村　

文
子
（
上
沖
洲
）

藤
末　

敦
子
（
腹　

赤
）

明
受　

善
明
（
古　

城
）

高
松　

一
馬
（
東
荒
神
）

緒
方　

映
子
（
向　

野
）

宮
本　

孝
治
（
松　

原
）

森
下　

好
勝
（
出　

町
）

酒
井　

賢
良
（
上　

町
）

校
区
社
会
教
育
推
進
協
議
会
委
員

各
９
人

（
職
務
‥
校
区
公
民
館
行
事
へ
の
協

力
等
）

　
【
六
栄
校
区
】

庄
山　

隆
雄
（
六
栄
小
）

中
島　

征
志
（
宮　

崎
）

納
富　

正
之
（
立　

野
）

山
平　
　

隆
（
塩　

屋
）

村
島　
　

徹
（
赤　

崎
）

増
岡
美
知
子
（
向　

野
）

明
受　

善
明
（
古　

城
）

緒
方　

映
子
（
向　

野
）

松
本　
　

曻
（
腹
栄
中
）

　
【
腹
赤
校
区
】

一
木　
　

司
（
腹
赤
小
）

馬
場　

廣
幸
（
清
源
寺
）

北
野　

富
美
（
清
源
寺
）

西
林　

弘
美
（
腹　

赤
）

濵
田　

正
昭
（
腹
赤
新
町
）

福
田　

光
博
（
腹　

赤
）

濱
村　

剛
正
（
清
源
寺
）

村
本　

洋
一
（
上
沖
洲
）

松
本　
　

曻
（
腹
栄
中
）

　
【
長
洲
校
区
】

牛
島　

芳
裕
（
長
洲
小
）

本
山　

春
美
（
東
荒
神
）

清
田　
　

潔
（
下　

本
）

森
下　

好
勝
（
出　

町
）

熊
谷
三
枝
子
（
今　

町
）

松
浦　

國
勝
（
松　

原
）

井
上
幸
太
郎
（
出　

町
）

松
本　

和
美
（
松　

原
）

緒
方　

豊
喜
（
長
洲
中
）

　
【
清
里
校
区
】

田
畑　

博
行
（
清
里
小
）

高
野　

絹
代
（
建　

浜
）

野
畑　

末
勝
（
駅　

通
）

福
田　
　

郁
（
駅　

通
）

西
山　

千
里
（
梅　

田
）

小
俵　

綾
子
（
梅　

田
）

那
須　
　

敏
（
駅　

通
）

浜
北　

圭
右
（
建　

浜
）

緒
方　

豊
喜
（
長
洲
中
）

な
が
す
未
来
館
運
営
委
員　

８
人

（
職
務
‥
な
が
す
未
来
館
及
び
町
図

書
館
の
管
理
運
営
に
関
す
る
提
言

等
）

松
本　
　

曻
（
腹
栄
中
）

隅
倉　

知
廣
（
役　

場
）

西
山　

昶
子
（
建　

浜
）

古
川　

史
朗
（
上
沖
洲
）

浦
田　

明
子
（
清
源
寺
）

山
村　

文
子
（
上
沖
洲
）

福
村　

俊
行
（
今　

町
）

福
田
早
千
子
（
宮
ノ
町
）

長
洲
町
文
化
財
保
護
委
員　

６
人

（
職
務
‥
町
内
に
存
在
す
る
文
化
遺

産
の
調
査
・
発
見
等
）

馬
場　
　

彌
（
清
源
寺
）

前
田
哲
之
助
（
駅　

通
）

赤
穂　

泰
隆
（
東
荒
神
）

宮
野　

八
郎
（
建　

浜
）

前
田　
　

稔
（
向　

野
）

竹
本　

盛
光
（
清
源
寺
）

体
育
指
導
委
員　

15
人

（
職
務
‥
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
・

町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
力
等
）

高
野　

絹
代
（
建　

浜
）

馬
場　

廣
幸
（
清
源
寺
）

酒
井　

賢
良
（
上　

町
）

中
島　

征
志
（
宮　

崎
）

友
成
眞
理
子
（
建　

浜
）

西
坂　

秀
德
（
東
荒
神
）

佐
藤　

清
美
（
古　

城
）

吉
田　

一
明
（
上
沖
洲
）

本
山　

春
美
（
東
荒
神
）

下
田　

辰
治
（
下　

東
）

前
田　

幸
敏
（
向　

野
）

中
村　

貴
裕
（
清
源
寺
）

福
田　

和
幸
（
清
源
寺
）

髙
木　

真
琴
（
古　

城
）

藤
田　
　

武
（
大
明
神
）
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今
月
の
読
書
会
・
お
は
な
し
会

○
読
書
会

■
と　

き　

６
月
10
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

な
が
す
未
来
館

　
　
　
　
　

メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム

■
テ
ー
マ　
「
南
条
範
夫
」

○
お
は
な
し
会 

■
と　

き　

６
月
17
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

長
洲
町
図
書
館

　
　
　
　
　
　

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
の
安
全
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

森　

健
、
岩
崎　

大
輔
、
子
川　

智
‥
著

　

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
は
家
庭
か
ら
！ 

こ
れ

ま
で
に
起
き
た
事
件
や
事
故
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、「
子
ど
も
の
安
全
」に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
件

や
事
故
へ
の
予
防
対
策
や
善
後
策
な
ど
を
、
と
り

わ
け
家
庭
で
の
対
策
を
中
心
に
広
く
集
め
る
。

不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス

ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
‥
著

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
‥
絵

村
山　

由
佳
‥
訳

　

キ
ャ
ロ
ル
自
身
が
ア
リ
ス
に
語
り
聞
か
せ
る
口

調
を
そ
の
ま
ま
文
章
に
し
た
、永
遠
の
少
女
た
ち
と
、

彼
女
を
守
り
た
い
と
願
う
永
遠
の
少
年
た
ち
に
捧

げ
る
新
訳
。「
ム
ー
ミ
ン
」で
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
の

「
幻
の
ア
リ
ス
」、
40
年
の
時
を
経
て
初
公
開
。

10
ぴ
き
の
か
え
る
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

間
所　

ひ
さ
こ
‥
さ
く

仲
川　

道
子
‥　
え　

　

10
ぴ
き
の
か
え
る
は
、
う
き
う
き
野
原
へ

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
で
か
け
ま
し
た
。
あ
っ
ち
も
こ

っ
ち
も
春
が
い
っ
ぱ
い
。け
ろ
り
ん
け
ろ
り
ん
、

い
い
気
持
ち
。
そ
の
と
き
、
し
げ
み
の
中
か
ら

小
さ
な
泣
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
…
。

家
族
の
ゆ
く
え

吉
本　

隆
明
‥
著

　

日
本
的
育
児
の
大
切
さ
、
子
育
て
の
勘
ど
こ
ろ
は

二
か
所
し
か
な
い
、
父
の
ゲ
ン
コ
ツ
・
母
の
コ
ツ
ン
、

い
ち
ば
ん
い
い
遊
ば
せ
方
、
性
教
育
な
ど
し
な
い
こ

と
…
。
今
、
日
本
人
に
と
っ
て
家
族
と
は
何
か
を
書

き
下
ろ
し
た
、
吉
本
隆
明
に
よ
る
初
め
て
の
家
族
論
。

「
塩
上
手
」
は
料
理
上
手

フ
ル
タ
ニ　

マ
サ
エ
‥
著

　

こ
こ
数
年
、
種
類
が
激
増
し
て
い
る
天
然
塩
を
使

っ
た
お
い
し
い
レ
シ
ピ
集
。
海
の
塩
、
岩
塩
・
湖
塩
な

ど
、
世
界
48
種
類
の
天
然
塩
の
調
理
法
に
よ
る
使
い

分
け
や
食
材
と
の
相
性
を
解
説
、
そ
れ
ら
の
塩
に
ベ

ス
ト
マ
ッ
チ
の
家
庭
料
理
３
０
０
品
を
紹
介
す
る
。

ざ
わ
ざ
わ
森
の
が
ん
こ
ち
ゃ
ん

　
　

森
の
キ
ノ
コ
ま
じ
ょ

末
吉　

暁
子
‥
文

武
田　

美
穂
‥
絵

　

ざ
わ
ざ
わ
森
に
出
て
き
た
キ
ノ
コ
魔
女
は
、
子
ど
も
た
ち
を

さ
ら
お
う
と
悪
だ
く
み
。
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
っ
ち
ゃ
、

ダ
メ
ダ
メ
ダ
ー
メ
。
マ
ン
ナ
カ
小
の
み
ん
な
、
気
を
つ
け
て
！

　

あ
や
し
い
キ
ノ
コ
魔
女
に
だ
ま
さ
れ
て
ガ
ン
コ
ち
ゃ
ん
、
大

ピ
ン
チ
！

ながす未来館文化ホール　６月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69

■問い合せ　ながす未来館（  69２００５）・長洲町図書館（  69２０６０）

　

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
〈
特
別
館
内
整
理
期
間
の
お
知
ら
せ
〉

  

６
月
24
日
㈯
か
ら
30
日
㈮
ま
で
、
特
別
館
内
整
理
期
間
の
た
め
、
図
書
館
は
休
館
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
、本
の
返
却
は
返
却
ポ
ス
ト
へ
、ビ
デ
オ
・

Ｃ
Ｄ
の
返
却
は
、
な
が
す
未
来
館（
管
理
事
務
室
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。 ﹇
な
が
す
未
来
館
は
、
26
日
㈪
が
休
館

と
な
り
ま
す
﹈

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

※ 24 日㈯～ 30日㈮は特別館内整理期間
　のため図書館は休館日となります。

６月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

月／日（曜） 催　し　物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 入場料

６／４㈰ リトル・コンサート
水町　成子さん
（  57０２６８）

12：30/13：00～ 17：00 無　　料

６／11㈰ カラオケ発表会
カラオケ夢

（  78１５０３）
９：10/９：30～ 無　　料

６／17㈯ 子育てセミナー
熊本日日新聞社

（  096・361・3343）
13：00/13：30～ 15:30 無　　料

６／ 18㈰ アニメ映画フェア
富士映画社

（  092・922・2556）
① 10：00/10：30～ 12：30
② 13：00/13：30～ 15：30

８００円

※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。

図
書
館
読
者
番
付
表

　

昨
年
一
年
間
に
、
本
な
ど
を
多
く
借
り
ら
れ
た
方
の
番
付
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
利
用
さ
れ
た

方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

平成17年読者番付表
東（六栄校区・腹赤校区） 西（長洲校区・清里校区）

四股名 行政区 性別 貸出冊数 四股名 行政区 性別 貸出冊数

小岱山 赤　崎 女 394 横　綱 有明海 出町 女 684

雲仙岳 向野北 女 392 大　関 不知火海 磯町 男 479

阿蘇山 塩　屋 女 341 関　脇 天草灘 松原 女 293

俵　山 立　野 女 339 小　結 玄　海 西新町 女 292

根子岳 清源寺 女 326 前頭筆頭 佐賀関 磯町 女 259

宝来山 平　原 男 282 前頭二枚目 大　島 駅通 女 249

国見岳 上沖洲 女 246 前頭三枚目 壱岐ノ島 西荒神 女 245

雷　山 平　原 女 241 前頭四枚目 白　浜 今町 女 238

由布岳 腹　赤 女 237 前頭五枚目 糸ノ島 下東 男 236

市房山 宮　崎 女 235 前頭六枚目 志賀島 梅田 女 223

久住山 宮　崎 女 234 前頭七枚目 長　浜 上町 女 213

霧島山 平　原 女 234

前頭八枚目 能古ノ島 西荒神 男 198多良岳 清源寺 女 219

天　山 町　外 男 219

金峰山 町　外 男 218 前頭九枚目 相ノ島 下東 女 196

開聞岳 町　外 男 217 前頭十枚目 日向灘 東荒神 女 192

（注）「東」の四股名は、九州百名山より、「西」の四股名は、九州の海や島に
　　ちなんだ名称を不作為で抽出し、仮称としてつけたものです。

〜
郵
便
切
手
展
示
会
〜

　

郵
趣
会
に
よ
る
世
界
の
切

手
展
示
会
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
長
洲
町
に
ち
な

ん
だ
金
魚
の
絵
柄
の
切
手
も

多
数
展
示
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

６
月
１
日
㈭
〜

６
月
23
日
㈮

■
と
こ
ろ　

長
洲
町
図
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
前
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　ヘルスメイト (食生活改善推進員 )の活
動として、「健康ながす 21プラン」の中の
青壮年期の「朝食を毎日とらない人の割合
を減らす」ための取り組みの一つとして「朝
ごはん一品シリーズ」を掲載しています。
　食事は活動するためのエネルギー源。朝、
食べないと、体も脳も十分に働きません。
そして太りやすくなります。

　トマトの真っ赤な色の主成分はリコピンという色素で、
抗酸化作用があるためがん予防に、また豊富に含まれるカ
リウムが高血圧の予防になります。張りとツヤがある皮に、
ピンと張っている濃い緑色のヘタがあり、みずみずしいも
のほど良品な印です。冷やし過ぎると糖度が落ちるので食
べる１時間前に冷蔵庫に入れます。生で食べてもおいしい
のですが、うまみ成分のグルタミン酸を含むので、煮込む
と効力を発揮し、まろやかな味わいになります。

〔作り方〕
①トマトは一口大の乱切りに、スライスチーズは１㎝角
に切っておく。
②絹さやは色よく塩ゆでにする。
③ボールに卵を溶き、①②の材料とちりめんじゃこと酒
を加え大きく混ぜ合わせる。

④中華鍋を温めてサラダ油をまわし入れ、③の材料を一
気に流し入れフライ返しで大きく混ぜ合わせ火を止める。
⑤皿にレタスを敷いて、彩りよく盛り付ける。温かいう
ちにどうぞ!!

〔材料（１人分）〕
トマト（中1個）　 150ｇ
スライスチーズ    1枚
（とろけるタイプ）
絹さや　　　　　　5枚
卵　　　　　　　　2個
ちりめんじゃこ　　10g
酒　　　　　　　大さじ1

サラダ油　　　　大さじ1
レタス　　　　　1～2枚

〔1人分の栄養量〕
エネルギー　208kcal
塩分　0.6ｇ
（＊塩ゆで分を除く）
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長洲町食生活改善推進員協議会

〈野菜編〉

城戸　直人ちゃん
なお　と

ゆう　き

パパ　法　大さん
ママ　威　香さん〈駅　通〉

　笑顔で元気いっぱい食欲旺盛の直人です。
　健やかにのびのびと成長して欲しいと思います。

井ノ口結希さん 長洲小 ３年〈下　本〉

　好きな科目は、体育です。１年生の時から、水泳
を頑張っています。
　将来は、保育士になりたいです。

～着物着付教室生徒募集～

　あなたも着物をとおして交流を深めてみません
か。お気軽に参加してください。
■と　き　毎週水曜日
（昼の部）
　　午前９時 30分～午前 11時 30分
（夜の部）
　　午後７時 30分～午後９時 30分
■ところ　長洲町中央公民館（旧長洲共同福祉施設）
■指導者　町井、野畑
■会　費　月 1,000円
■持ってくるもの　半巾帯とメモ帳
■問い合せ　町井（  78 5030）


